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西洋の伝統的人間観 概観
西洋人間観の特徴

天地と分離された独立的存在としての

人間 実体性を志向する西洋の伝統

古代-中
世プロメテウス的人間観:イデアの理想を地上の質料に実現するために孤

軍奮闘する人間

原罪思想:失楽園し再び天へ昇るために救済に集中する人間

近代以降

実存的人間:神が消えた世界で天地から分離された単独的存在

現象学的成長論:分化された世界で独り成功を追求する人間

「西洋は天地と関連する憂患意識よりも、天の上の天と直接関連する実存意識が優先した
。」

西洋の成長論的人間観
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成長論的人間観の登場背景
時代的転換

パラダイムの変化:神中心から人間中心へと世界観が転

換 近代的独立性:天地と分離された自律的人間概念の登

場

否定的人間観に対する反発

精神分析学:人間のすべての欲望を性的欲求の変換として

解釈 行動主義:人間の欲望を単純に物質的欲望へと還元 問

題点:否定的、技術志向的人間観の限界

哲学的·心理学的背景

実存主義:人間の主体性と自己決定の強調 現象

学:人間経験の総体性と意味の重視 人本主義:人

間の潜在力と自己実現可能性の肯定

「成長論的人間観は性善説に基づく自己実現的問題解決を志向する人間観を提示した。」

西洋の成長論的人間観 26
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成長論的人間観の核心的特徴
成長論的人間観は人間の本性と発展可能性を肯定的に見る観点であり、次の三つの核心的特徴を持つ:

① 欲望の肯定

人間の欲望を否定的なものではなく多様な欲求の発現として解釈

マズロー:「自己実現欲求は自己向上のための個人の渇望であり、潜在力として持つすべてを実現しようとする欲望」

② 成長の肯定

下位欲求(欠乏動機)と高次欲求(成長動機)の段階的発展

「存在動機」(being motives):「経験を広げることにより人生を豊かにし、人生の喜びを増加させる」

③ 世界に対する肯定

精神分析や行動主義の否定的、機械的世界観の代わりに統一的存在としての人間を強調

人間の潜在的可能性と主体性を尊重する肯定的世界観

「成長論的人間観は性悪説に基づく技術中心的問題解決を志向する古典的人間観に対して、性善説に基づく自己実現的問題解決を志向する人間観

を提示した。」

西洋の成長論的人間観 26
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マズローの欲求段階理論と主要な学者たち

下位4段階:欠乏動機(deficiency motive)

最上位段階:成長動機・存在動機(growth/being motive)

マズロー(A.H. Maslow)の欲求段階理論 成長論的人間観の主な学者たち

1940年代半ばに登場した成長理論の基盤 マグレガー(D. McGregor)
X理論(統制的人間観)·Y理論(自律的·創意的人間観)

ハーズバーグ(F. Herzberg)
二要因理論 - 衛生要因(不満の除去)と動機要因(満足の増進)

オルポート(G. W. Allport)
特質主義理論 - 人格形成の個人的特質の強調

アージリス(C. Argyris)
未成熟·成熟理論 - 人間の発達を成熟過程として解釈

成長論的人間観は性善説に基づく自己実現的問題解決を志向する人間観であり

、人間の欲求が段階的に潜在しており、下級から上級へと発展的に現れるという成

長的側面を強調

生理的欲求 Physiological needs

安全欲求 Safety needs

所属と愛の欲求 Love & belonging

尊重欲求 Esteem

自己実現

欲求

西洋の成長論的人間観
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ポストヒューマニズムとの関連性
ポストヒューマニズムと成長論的観点

第四次産業革命:成長論的人間観の説く自己実現段階の産業革命として解釈 

実存主義の進化:ポストヒューマン時代に実存主義的人間観が新たに具現

成長論的人間観
自己実現、潜在力、人間欲望の肯

定

ポストヒューマニズム

技術と人間の融合、新たなアイデ
ンティティ

技術と人間の新たな関係

人間固有の知能と機械の知能の区分

人間と技術の共進化可能性の模索

人間アイデンティテ
ィの再構成

自己実現:技術発展の中での新たな人間価値の創

出
汎用人工知能:人間だけの均衡ある発展能力と成長

可能性

「ポストヒューマニズムは人間の独自的成長論が現代技術と出会い、新たな可能性を模索する地点に位置す
る。」

西洋の成長論的人間観
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モラヴェックのパラドックスと成長知能
モラベックのパラドックス

「人間が得意なことは人工知能が不得意で、人間が不得意なことは人工知能が得意

である」 計算能力のような道具的理性はAIが優秀だが、人間固有の知能領域が存在

人工知能の優秀領域

計算能力

大容量データ処理

特定領域に特化した作
業
反復的精密作業

VS

人間の優秀領域

共同体形成能力

象徴体系の創造と理解

汎用的問題解決

自己発展能力

人間の成長知能

ポストヒューマン時代:人間は機械と異なる成長知能に集中し共進化を

追求 成長知能の核心:象徴体系の創造、共同体形成、自己発展

人間は特化された弱人工知能ではなく、多様な領域にバランスよく発展した汎人工知能的属性を保有

「人間は実存主義的存在努力を数万年にわたって行なってきており、その過程で人工知能が真似できない数多くの象徴を通じて知能を開発し、自

己実現の動機を持つに至った肯定的存在であった。」

西洋の成長論的人間観 27
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結  論 および限界
成長論的人間観の貢献

近代科学技術の発展を牽引 自己実現

と個人の成長可能性の発見 多様な社

会的発展と進歩を成就

限界点

天地との断絶:天地を排除した独断的人間発展

生態的危機:逆説的に天地の裏切りによる人類生存の脅威

統制の喪失:欲望の手綱を再び締める方法の不在

未来展望

代替的近代性:人間と自然の調和ある関係の再定立

東西統合:成長論的人間観と憂患意識の均衡

ポストヒューマン倫理:技術発展と人間性の

調和

「欲望の手綱は解かれたが、手綱を再び結ぶ方法がない西洋の人間観は新たな代案的近代性を必要とするに至っ
た。」

西洋の成長論的人間観
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